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平面ガラス
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①と②の経路差は2dである。
２ｄとｘの関係を求める

BCの長さをXとする

R2 = AB２＋x2

AB =R-ｄ だから
R2 = (R-d)２＋x2

R2 = R２-2Rd +d２＋x2

小さいｄの二乗は無視する
R2 = R２-2Rd ＋x2

両辺からR２を引く

0 = 0 -2Rd ＋x2

2Rd = x2 だから 2d ≒
𝒙𝟐

𝑹

明るいリングの条件を書け

ｘ


